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も
う
来
館
さ
れ
ま
し
た
か
？ 

長
門
市
総
合
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（愛
称
：
ヒ
ス
ト
リ
ア
な
が
と
）は 

長
門
の
自
然
・歴
史
・文
化
の
お
宝
を
再
発
見
で
き
る
場
で
す
。 

  
 

銃
蔵 

 

長
門
市
駅
前 

 

三
み

 好
よし

   諒
まこと

さん（４歳） 

お外遊びが大好きで、いつも元気いっぱい

走り回っています！まだまだ甘えん坊な一

面もありますが、ケガなく健康に、妹と仲良

くのびのびと育ってほしいです。 

深川地区の人口 

世帯数 

男 性 

女 性 

 計 

（R4 年 9 月 1 日現在） 

5,990 

5,714 

6,606 

12,320 

（+ 5） 

（- 4） 

（-11） 

（-15） 

中央公民館１０月の行事予定 
編
集
後
記 

▼
い
つ
の
間
に
か
季
節
は
秋
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
三
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
「
赤
崎
ま
つ
り
」
で
赤

崎
神
社
楽
踊
が
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
426
年
の
歴
史
を
も
つ
神
事

に
多
く
の
観
客
が
釘
付
け
と
な

り
ま
し
た
。
湧
き
起
る
大
き
な

拍
手
、
露
店
に
集
う
人
々
の
賑

わ
い
、
コ
ロ
ナ
前
を
髣
髴
と
さ
せ

る
雰
囲
気
に
感
無
量
で
し
た
。 

 秋
晴
れ
や
縁
に
微
睡
む
老
尼
僧 

 
 

 

藤
井 

文
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 向
日
葵
や
視
線
の
数
と
種
の
数 

 
 

 

岡
田
フ
ジ
エ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 一
閃
を
走
り
書
き
し
て
葛
こ
ぼ
る 

 
 

佐
貫 

勝
代 

 
 

 
 

 

今
月
の
う
た 

 

山
茶
花
ク
ラ
ブ 

長
門
短
歌
会 

玄
関
を
入
っ
て
右
手
に
あ
る
長
門
市
の
年
表
は
、
今
の
令
和
の
時
代
か
ら
、
長
門
に
人
が
住

み
始
め
た
と
さ
れ
る
旧
石
器
時
代
に
あ
た
る
約
一
万
六
千
年
前
の
日
置
の
雨
乞
縄
文
人
ま
で

遡
っ
て
、
長
門
の
主
な
出
来
事
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
ご
鑑
賞
の
際
に
は
、
『
見
ど
こ
ろ
』
に
目
を

通
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
物
を
見
て
い
た
だ
く
と
、
展
示
の
ね
ら
い
が
よ
り

分
か
る
と
思
い
ま
す
。
以
下
、
し
っ
か
り
見
て
帰
っ
て
ほ
し
い
、
五
つ
の
コ
ー
ナ
ー
の
見
ど
こ
ろ
を

簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。 

①
長
門
の
は
じ
ま
り
…
雨
乞
台
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
用
途
に
応
じ
て
石
を
加
工
し
た
石
器

類
の
数
々 

＊
雨
乞
の
森
を
背
景
に
、
再
現
品
を
手
に
写
真
撮
影
を
ど
う
ぞ
！ 

②
縄
文
か
ら
弥
生
時
代
の
な
が
と
…
弥
生
の
集
落
跡
、
向
津
具
本
郷
山
崎
遺
跡
出
土
の

大
型
壷
は
必
見
！
（復
元
す
る
と
、
な
ん
と
１
メ
ー
ト
ル
近
い
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。
）      

 

③
古
墳
時
代
の
な
が
と
…
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
に
残
る
人
の
指
の
痕
と
、
虫
追
い
の
祭
具
と
さ

れ
る
土
馬
・
土
豚
の
表
情
に
注
目
。
（
後
世
の
サ
バ
―
送
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
） 

④
古
代(

飛
鳥
・
奈
良
・
平
安
）の
な
が
と
…
中
央
政
権
の
浸
透
～
長
門
深
川
廃
寺
出
土
瓦 

⑤
特
別
展
示
コ
ー
ナ
ー
…
長
門
市
の
誇
る
超
お
宝
の
考
古
資
料
２
点
。
王
屋
敷
出
土
の
国

の
重
要
文
化
財
指
定
の
『
有
柄
細
形
銅
剣
』
（
複
製
品
）
と
、
仙
崎
糘
塚
横
穴
墓
群
出
土

の
山
口
県
有
形
文
化
財
指
定
の
『
壷
鐙
』(

長
門
市
所
蔵
）
と
製
作
当
時
の
複
製
品
。 

“
ヒ
ス
ト
リ
ア
な
が
と
”
古
代
コ
ー
ナ
ー
で
、
土
器
を
見
な
が
ら
「
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
」
さ
れ

る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。  
 
 
 
 
 

（古
代
コ
ー
ナ
ー
展
示
担
当
者 

新
江
田
） 

              

長
電
話
「
話
を
き
い
て
な
か
っ
た
で
し
ょ
」 

図
星
を
指
さ
れ
ご
め
ん
な
さ
い
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
冨 

成
子 

 

な
ぜ
だ
ろ
う
大
人
に
な
っ
て
も
不
可
思
議
で 

ま
だ
読
み
こ
な
せ
ぬ
星
の
王
子
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

原
田 

満
江 

 

宿
題
を
し
た
の
と
聞
け
ば
後
で
す
る 

 
 

 
 

 

ア
ッ
ケ
ラ
カ
ン
の
君
が
心
配 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
貫 

勝
代 

子どもクラブ 

キッズエクササイズ（３B体操） 

スマホ教室 ※募集は締切済 

わくわく土曜塾 

親子でリトミック 

1（土） 

1（土）・15（土） 

5（水） 

8（土）・22（土） 

12（水）・26（水） 

わ 

が 

家 

の 

宝 

子 



今
年
は
山
口
県
で
第
30
回
地
域

伝
統
芸
能
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
長
門
市
に
お
い
て
も
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

を
会
場
に
『
山
口
・
長
門
の
地
域
伝

統
芸
能
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

江
良
の
楽
踊
は
８
月

21

日
に

「
赤
崎
神
社
楽
踊
」
と
し
て
、
文
化

庁
委
託
事
業
の
「子
供
た
ち
の
伝
統

文
化
の
体
験
事
業
」
に
参
加
し
、
劇

場
ス
テ
ー
ジ
で
初
舞
台
を
踏
み
ま
し

た
。
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
や
当
公
民
館

で
活
動
さ
れ
て
い
る
な
が
と
日
本
語

ク
ラ
ブ
の
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
ス
テ

ー
ジ
に
上
が
り
、
日
本
の
伝
統
芸
能

を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９
月
11
日
（
日
）
、
赤
崎
祭
り
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
、
国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
赤
崎
神
社
楽

桟
敷
」
で
伝
統
民
俗
芸
能
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
す
り
鉢

状
の
桟
敷
席
か
ら
「
楽
踊
」
の
胴
取
の
色
鮮
や
か
な
宝
冠
や

「
湯
本
南
条
踊
」の
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
イ
ク
の
顔
に
視
線
が
注
が

れ
、
し
き
り
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。 

慶
長
元(

1596)

年
に
牛
馬
の
病
気
が
流
行
し
、
村
人
た
ち

の
祈
願
で
病
気
が
終
息
し
た
こ
と
へ
の
感
謝
か
ら
、
各
地
の

踊
り
を
奉
納
し
た
こ
と
が
祭
り
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
お
り
、

踊
り
手
も
観
客
も
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
祈
り
な
が
ら
426
年
の

伝
統
の
重
み
を
感
じ
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

赤

崎

祭

り

３

年

ぶ

り

に

開

催 

～
コ
ロ
ナ
終
息
の
祈
り
を
こ
め
て
～ 

▲イタリア人夫妻が伝統芸能を体験 

月の前の伶楽（江良） 

三
番
叟
（正
明
市
） 

湯
本
南
条
踊 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

親
子
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦 

 
 

夏
休
み
お
た
す
け
・
特
別
講
座 

 
 

今
回
は
、
長
門
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
願
い
を

し
、
９
月
に
実
施
し
た
深
川

小
学
校
４
年
生
福
祉
体
験

学
習
の
一
環
と
し
て
実
施

し
た
手
話
体
験
と
点
字
体

験
の
一
コ
マ
で
す
。 

手
話
の
指
導
を
さ
れ
た

の
は
「
長
門
手
話
友
の
会
」

の
植
村
明
仁
さ
ん
、
安
野

美
紀
さ
ん
で
、
Ｙ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｏ

Ｂ
Ｉ
の
曲
「
ツ
バ
メ
」
を
使
う

な
ど
み
ん
な
楽
し
く
手
話

体
験
が
で
き
ま
し
た
。 

点
字
の
指
導
は
「
点
訳
ひ

ま
わ
り
の
会
」
の
大
津
礼
子

さ
ん
と
伊
藤
貴
三
子
さ
ん

で
、
点
字
版
を
使
っ
た
点
訳

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。 

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
目

や
耳
の
不
自
由
な
人
の
苦

労
や
大
変
さ
に
気
づ
き
、

相
手
の
立
場
に
寄
り
添
う

大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
貴
重
な
時
間
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
【地
域
協
育
ネ
ッ
ト
】 

深
川
小
学
校 

手
話 

・ 

点
字
体
験 

８
月
28
日
（
日
）
、
長
門
市

し
ご
と
セ
ン
タ
ー
で
「
親
子
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
小
学
校
の
授
業

で
実
際
に
使
う
ロ
ボ
ッ
ト
教
材

を
親
子
で
体
験
し
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
様
々
な
コ
ー
ス
の
上
で
動
か

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、
「
僕
も
色
ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
ん
で
み
た
い
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
、
親
子
で
一
緒
に
考

え
る
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。 

   

９
月

20

日
（
火
）
、
俵

山
・
深
川
み
す
ゞ
学
園
４

校
合
同
の
学
校
運
営
協

議
会
が
深
川
小
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
出
席

し
ま
し
た
。 

今
回
は
「
地

域
で
め
ざ
す
子
ど
も
像
の

共
有
～
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

視
点
か
ら
～
」
を
テ
ー
マ
に

進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

俵
山
・
深
川
み
す
ゞ
学
園 

合
同
学
校
運
営
協
議
会
【
報
告
】 

▲プログラミン

グ教材ｍＢｏｔ 

手話の実技体験 点字版を使った点字体験 

地域でめざす子ども像 

〇長門を愛し、あいさつ

でつながる元気な子 
 

〇自分の思いや考えを

伝えられる素直な子 

最
初
に
深
川
小
学
校

の
谷
村
教
諭
（
山
口
大
学

教
職
大
学
院
長
期
研
修

中
）
か
ら
「
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
視
点
を
生
か
し
た
小

中
・
地
域
連
携
に
つ
い
て
」

説
明
を
受
け
た
あ
と
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
熟
議

を
行
い
ま
し
た
。 

熟
議
題
は
「
ふ
る
さ
と
愛
を
育
ん
で
成
長
す
る
と
、

そ
の
子
の
成
長
に
ど
の
よ
う
な
い
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う

か
。
」
で
し
た
。
話
し
合
い
の
中
で
は
、
幼
少
期
か
ら
ふ
る

さ
と
長
門
の
よ
さ
を
体
験
す
る
こ
と
、
様
々
な
人
と
の

交
流
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
た
り
、
心
の
拠
り
所
、
居

場
所
、
自
己
肯
定
感
、
長
門
の
活
性
化
、
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ

な
が
る
な
ど
様
々
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
さ
れ
た
り
し
ま

し
た
。
ま
た
、
み
す
ゞ
学
園
長
の
白
澤
校
長
が
閉
会
の

あ
い
さ
つ
で
言
わ
れ
た
言
葉
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

「長
門
の
未
来
を
創
る
の
は
子
ど
も
た
ち
、 

そ
れ
を
育
て
る
の
は
私
た
ち
大
人
で
す
。
」 

 本
質
を
突
い
た
言
葉
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
大
人

の
責
任
は
大
き
い
の
だ
と
あ
ら

た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ふ
る
さ

と
へ
の
思
い
、
そ
の
後
ろ
姿
、
子

ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
、
そ
し
て

日
々
の
言
動
が
問
わ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 


